
 

様式例・記載例（法第 28条第 1項関係「前事業年度の事業報告書」） 

令和４年度 事業報告書 

     令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31日まで 

方針 

団体の内部環境を見直し、経験と実績の積み重ねを力に体制強化を図る。 

市民活動団体に対する伴走や活動団体間のつながりをさらに強化し、多様な主体による活

動団体との協働・連携により、地域・社会課題の解決に向けた事業を進める。 

収益構造の多元化を検討し、その実現を促進する。 

    また、中間支援団体として様々な分野の市民活動団体をサポートし、その活性化を図るこ

とにより SDGｓの推進に寄与することを目指す。 

 

１ 事業の成果と課題   

①市民活動をサポートする事業 

① ①--1静岡市清水市民活動センターの指定管理事業 

・利用団体アンケートによるニーズ把握や時代潮流、withコロナを見据 

・団体の力を強めるための支援、団体同士、他セクター特に福祉事業団体との協働推進 

・ＮＰＯ法人に対する、実務的な力を付けるための支援 

・団体運営全般についての相談対応 

・ICT活用推進とその脅威に備え、情報セキュリティーに関する研修の実施 

・台風 15号の被害状況調査をおこない利用登録団体と共有し、防災意識向上と団体間交流のた

めの講座に反映させ、次年度事業につなげた。 

 ①-2 団体独自事業 

  ・会計ソフト販売及びサポート 

・団体への事務作業等個別有償支援 

② 市民活動団体の人材育成のための事業の実施 

・令和 4年度富士市委託事業 

 

③地域の課題解決に向けた、市民活動団体や他のセクターとの協働事業の推進 

  ・・他の市民活動団体との連携協力体制強化 

  ・寄付つき商品を通じて企業と NPOをつなぐ事業(しみず元気プロジェクト)の推進 

・自治会へのアプローチのための調査活動 

  ・会員個々のスキルを活用し、会員の企画提案を取り入れた事業の推進 

④自団体の組織基盤整備事業 

① -1 会員拡大 

・若い世代、異分野で活動する人材の取り込み 

④-2 広報 

・会報の発行と HPの有効活用 



 

・ICT活用による会員間の情報共有   

・会員の協力による団体の活動情報の拡散 

 ④-3 運営体制 

  ・役員を増強し、PDCA の循環を意識した運営 

 ④-4 政策提言 

・既存のネットワークを活用し、情報収集・拡散、連携の強化 

 

２ 事業の実施に関する事項 

事 業 名 

(定款に記載し

た事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施日

時 

(B)当該事業の実施場

所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費 

（単位：千

円） 

①市民活動をサポートする事業 

①-1 清水市民

活動センター

指定管理事業 

・清水市民活動センターの指定管

理事業 

・徴収事務委託事業 

 

 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)8人 

(D)市民団体・

NPO法人・一

般市民 

(E)18,000人 

23,302 

 

①-2 団体独自

事業 

・会計ソフト販売と会計サポート 

NPO法人駿府ウエイブ 

NPO法人グッドフォーユー 

 

 

 

 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)1人 

(D)市民活動団

体の事務局

や会計担当 

(E)5人 

158 

・団体への事務事業などの支援、

育成 

NPO法人かっぱらぱ編集室 

 NPO法人グッドフォーユー 

 

 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)2人 

(D)市民活動団

体の代表や

事務局 

(E)5人 

25 

②人材育成・研

修事業 

 

・富士市まちづくり活動推進事業 

 

 

 

・富士市須津地区住民意向調査 

 

 

 

・富士市松野地区住民意向調査 

 

 

 

・清水区まちづくりミーティング

企画運営業務 

(A)4 月 22 日～3 月 31

日 

(B)富士市役所他 

(C)4人 

(A)令和 3年 11月 15日

～継続中 

(B)富士市須津地区 

(C)4人 

(A)令和 3年 11月 15日

～継続中 

(B)松野地区 

(C)4人 

(A)令和 4年 11月 15日

～3月 31日 

(B)清水岡交流館 

(C)3人 

(D)富士市民 

(E)225,000人 

 

 

(D)須津地区住

民 

(E)10,000人 

 

(D)松野地区住

民 

(E)6.500人 

 

(D)岡地区住民 

(E)30人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33 

③市民団体と他

のセクターとの

協働を推進する

・フードバンクふじのくにの活動

に参加 

 

(A) 令和 4 年 4 月 1 日

～3月 31日  

 

(D)生活困窮者  

  他 

(E)多数 

10 

 

 



 

事業 

 

・市民活動センターとしてフード

ドライブ事業に参加 

 

・くさなぎ劇場実行委員会参加 

 

 

・つながる仲間ミーティング 

 

 

 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)2人 

(A)11月 3日 

(B)清水区草薙 

(C)2人 

(A) 令和 4 年 4 月 1 日

～3月 31日  

(B)清水区内 

(C)3人 

 

 

 

(D)一般市民 

(E)多数 

 

(D)清水区労組

関係者 

(E)多数 

 

 

 

 

 

 

 

10 

・しみず元気プロジェクト 

 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ターほか 

(C)4人 

(D)市民団体・

NPO法人・企

業 

(E)NPO 法人ほ

か多数 

18 

・静岡県コミュニティづくり推進

協議会助成事業 

 スマイルロゲイニング 

 

 

・静岡県防犯まちづくり講座 

 

 

 

 

(A)12月 11日 

(B)清水区内 

(C)人 

 

 

(A)9月 22日～翌 3月 6

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)6人 

(D)清水おやこ

劇場会員、静岡

大学地域創造

学環学生 

(E)50人 

(D)静岡県民 

(E)38名 

 

 

10 

 

 

 

 

270 

④自団体の組織基盤整備事業 

④-1 会員拡大 

 

・交流 

会員の活動経験を活かした交

流事業をおこなう 

・他団体事業の情報収集、積極的

参画 

・自団体事業によるネットワーク

の活用 

実施せず  

 

5 

④-2 広報事業 ・団体の広報事業 

 ニュースレター3回発行 

 ホームページによる情報発信 

団体活動を伝えるリーフレット

作成と活用 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)2人 

※リーフレット未完成 

(D)市民団体 

 他セクター 

 一般市民 

(E)多数 

 

④-3 運営体制 ・ICT活用による会議の効率化 

・役員の増強 

・PDCA の循環を意識した運営 

 

(A)6月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)10人 

 

(D)会員ほか 

(E)20人 

 

 

④-4 政策提言 既存のネットワークを活用し、情

報収集・拡散、連携の強化をはか

り、協働して政策提言をおこなう 

実施せず   

 


